
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるクラウド活用」

横浜市立高田中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

《授業の流れ》

  

1 学習の見通し
前時までに習得した技術
や重点を確認し、試技の
順序について説明

教科担当の先生のコメント

機械運動に於いて、Chromebook（動画）を活用することで、これまで
の授業の振り返りや自身の技能の向上を確認することができ、自身の
一番出来の良い試技を選んで提出できることで、授業に対するモチ
ベーションアップにもつながっている。また、動画教材を参考にすることで
生徒間の教え合いも発生している。

【Chromebookを活用した器械運動の記録と評価】

器械運動の練習において、自身の試技と

手本となる動画や、情報サイトを見比べる

などして、技術の向上に繋げる。

また、各試技について適宜録画・保存する。

そのうち一番出来のよいかった動画を先生

に提出し、先生はその動画を基に評価を

実施する。

器械運動（マット運動）授業

2
教師の指導や、動画での比較、情報サイト
での確認など、さまざまな情報を基に各種
目を練習

動画を活用しながら各自で練習 ３試技の撮影

生徒同士でペアを組み、課題
である連続技の試技を動画
で撮影

目標：器械体操の連続技を習得する

4 試技の提出
自分の試技の結果でより
良い動画を選択して提出

１学年 保健体育


